
意見シート

"; 名：一般財団法人みらい財団
0委員確認襴（総合的な意見）

• 一r• 一..

記入年月日：平成30年12月4日
意見 評語

（委員記戯）大変強力な布陣で臨まれており、ネットワークも持たれて． A 

記入者の氏名： 知見も十分持たれている。懸念といえば船頭多くして・・・ということと、外
部アドバイザーが強く（海外含め）財団の趣旨が貫徹できるかどうかであ
る。
とはいえ、実施体制は十分に持つている。

※評語掴に記入する記号の翌え友

A: 「指定の基準」を十分に満たしていると認められる。

B: 「指定の基準」を満たしていると認められる。

C: 「指定の基準」を満たしているとは認められない。

※区分Aの「十分に満たしている」とは、例えば、具体性、実現可能性、役員の資質

等の点で特に優れていると認められること。 ・. 

0事務局確認欄 〇委員確認欄（着眼点別）

着眼点
基準該当

公募要領記載の「確認項目」
確認

備考 意見 評語
番号ページ 結果

1意欲
財団としてトッブマネジメントの情熱と経験が十分にあると考えられる A 

役員（代表理事）の
「3.

社会課題に対する 指定
面接においては、指定を受けようとする団体（以

問題意謙、使命感、
の基
P3 
下「指定申請団体」という。）が指定活用団体の

準に 使命に対する強い実行・実現意志を有しているこ
黄任感等について
確認する。

つい と等も確認。
て」
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0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

着眼点 I 基番号準 1ベ該ー当ジI 公募要領記載の「確認項目」 確認l
結果

備考 意見 評語

]I業務実施体制・能力の適確性
十分に記載されているが、個性の強い専門性の高い方が多いために、 A 

①業務実施計画が、基本方針を踏まえ、休眠預
休眠預金等交付金に係る資金の活用の目標や基本原則等について以 アグレッシプなものになっている。まとめきれるかどうかがポイントにな

第2 P4 金等交付金に係る資金の活用の目標や基本原 下に記載あり業。務 る。このレベルが維持できて拡大できれば成果が期待できる。

i)業基務本実方施針計を画
則等に適合していること。

P33~P54 実施計画「I組織全体の使命・目標・意欲」、「IIi)基
本方針・基本原則との適合」

が、 踏ま
え、基本原則（国民
への還元、共助、持

②務を菜適務確実に施実計施画でにきおるいて、民間公益活動促進業統可能性、透明性・ 組緑運営体制等について以下に記載あり◇
説明黄任、公正性、

第2 P4 組織運営体制等が整慌で P55~P76業務実施計画「JIii)組織運営体制」
多様性、革新性、成

きる見通しが示されていること。

果最大化、民間主
垣）等に適合してい
るか。

③に適業確務実施計画が、民間公益活動促進業務ごと
第2 P4 に実施できるものであると認められるこ

民間公益活動促進業務ごとの実施について以下に記載あり．

と。
P104~P306業務実施計画「W基本方針を踏まえた業務実施計画」

PSS~P76 業務実施計画「IIii)組織1織運図営Jに体お制い」 多様なバックグラウンドの評諾員であるが、逆に分野が違う専門性の高 A 

.. 上記のうち、P58業務実施計画「組織 J て、 い方は財団の方向性と一緒にできるか？

②諸課助題成に係る業務を行う部署とは別に、社会の 助成に係る業務を行う部署等について以下の記載あり。

第2 P4 
ごとに現地調査を含む継続的な進捗管理 ・資金分配団体の審査・選定、資金分配団体への助成、貸付：資金・支 機能的な組織作りをされているので効率的に運営できると考える。

や助言・協カ・支援及び成果評価の点検・検証等 援部資金提供チーム
の機能を適切に発揮できる体制とすること。 ・設定された課題ごとに、モニタリング（進捗把握・管理、見直しの助 3月という記入は、より細部の詰めであって、券集要項のスケジュールを

言）、援資チ金ー分ム配団体の自己評価結果の点検・検証等：資金・支援部経 lli守する。
営支

P323別紙様式3(1.評謡員名簿）※褐裁II員

「評議員の楢（（車ス成ポ務のー次多ツ官様界経性、験NJ者とし、てビ各評詣員について以下のとおり記載あり。・村木厚子 ジネスセクター（伊藤忠）、困窮者支援）
・有森裕子 GOセクター、障害者スポーツ）

•田原総一朗 （マスメディア、カ作デ家ミ、ッ政ク治セ）クタ
④評議員会は、経済界、金論界や労働界、学識

・出口治明（大学経営者、ア ー、金酷セクター／経済界）
•福井俊彦 （ 日銀デ総ー裁、金融セクター、経済界）

第2 P4 
経験者、マスコミ、ソーシャルセクター（公益活動 ・アトキンソン・ ビッド・マーク（作家／文化財専門家、地域活性化／観光セク
に係る分野）等の幅広い分野から人材登用を図 ター）

ii)組織運営体制が り、構成の多様化を図ることが望ましい。 ・日下部元雄（国際協力、国際金融セクター、高齢者支援）

整っているか。
・近藤正晃ジェームス（ベンチャーセクター、ソーシャルメディア（元twitter代
表））
・片山正夫（財団業界、ソーシャルセクター、起業フィランソロピー）
•高椙政代（医療セクター、 バイオペンチャー、 学諜経験者）
・三木谷浩史（ベンチャーセクター、国際ビジネス、インターネット／スポーツ界）
・駒崎弘樹（社会起棠家コミュニティ、保育・児童福祉）

⑤理車会は迅速な意思決定を図る観点から、理 P324別紙様式3(2.理事名簿）※掲載順
苺の総数は必要最小限にとどめることが望まし

第2 PS い。
• 藤沢久美（非常勤理事）

（参考•一般財団法人を設置する場合、理事の人
・有馬充美（常勤理車）

数の下限は3人）
・堀田力（非常勤理車（代表理事））

参考
P307~P322指準定慌井行為実施計画 ・

2 
P309~P310 活用団体は、基本方針において「優先的に解決すぺ

（スケ 準備行為実施計画の内容が適確に実施できるも
き社会の諸課題に関し、適切な成果目標の設定を含めその解決に向

第2 ンヽ・ユ のとなっているか。
けた全体的な方針を決定し、事業年度ごとに作成する車棠計画におい
て明示しなければならない。」とされているが、車業計画の内閣府への

ル）
認可申請は平成31年2月となっとなてっいてるい一る方しで、1憂先的に解決すぺき諸
課題の決定は、平成31年3月 u 
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0事務局確認襴 0委員確認欄（着眼点別）

落眼点 I討I烹ti 公募要領記載の「確認項目」
確認 備考 意見 評語
結果

n業務実施体制・能力の適確性の続き
経理的基砥と人員の配匿は十分にある。 A 

P304業務実施計画「中期計画：5カ年収支計回」
設立時の（一般）未来財団設立準備会は個人があつまったものであり、PJ06業務実施計画r.年問計固；収支計画J

P316準備行為実施行為計回～孝案計画期間2019の収支及びキャッシュフロー 今後特別な利害関係はない。
P317-P322準備行目緑為実施計回の吾用の見栢額
P810設立時財産 (2018年8月31日現在） 拡大に応じて充足するが、ネットワークが大きく、懸念は少ない。
P816甜資の件について

財（財務産状目態録等）について以下の記戟あり。

費産合計H烹円／負仮合計0円／正味財産1億円
（収入）

貸借対照表、収支予算害等による財務状態を踏
収入合計：

第3 PS 33侶700万円(2019年度）、40憶8000万円(2020年度）、43低3000万円(2021年度）、84
まえ、今後の財務の見通しが適切であること。 偲1000万円(2022年度）、125億円(2023年度｝

（支出）
支出合計：
30侶9600万円(2019年度）、40億560075円(2020年度）. 43信1000万円〈2021年度）、
8う3ち低支88払00助万成円金(2：022年度）、124億7700万円(2023年度）

28億5000万円(2019年度）、36侶円(2020年度〉、40f意円(2021年度）、80(怠円(2022年
度準） . 120億円(2023年度〉
憶行為実施計画期間の吾用：6736万8787円

なお、P80案務実旋計画「niii)経理的な基礎」において、惹見シート「確認項目」と
の対応の記裁あり。

法人の財産の管理、運用について理車、監苺が関与する体制について
以下に記載あり。
P5定款第7条（財産の管理・運用）

iii)経理的基礎が P696~P700理事の職査務権限等に関する規程

整つているか． 第3 P6 
法人の財産の管理、運用について理苺、監苺が P716~P717監車監規程
適切に関与する体制を整備すること。 P789~P796経理規程

P55~P=T6 業務実施計画「nii>組織運営体制」

なお、P80業務実施計画「niiil経理的な基礎Jにおいて、意見シート
「確認項目」との対応の記載あり。

経理を行うための人員及び体制について以下に記載あり。

経理を適正に行うための十分な人員及び体制を
P55~P76 業務実施計画「nii〉組織運営体制」

第3 P6 
確保する見込みがあること。 なお、 P80業務実施計画「niii)経理的な基礎」において、意見シート

「確認項目」との対応の記載あり。

第3 P6 他できのる団株体式の等意を思保決有定しにて実い質な的に関与することがないこと。 ゜第3 P!) 必萎な会計帳簿を備え＇付けるこ＇と。

゜第3 P6 民間公に関益す活る動経促理進と業を務区に分関しすてる整経理理すとるそこのと他の，業務 。

P゚l! れ定て款い第る2。4条第5項において、 「当法人に会計監査人を置く。」と定

第3 P6 会計監査人を設置する旨を定款で定め‘ること。

゜
めら 。

P会3計26監別査紙人様赤式坂3{有4.限会責計任監監査査人法名人簿）

第3 P6 法いに見てつにをはい付規資てす定ぱ金こすと公収るを認収支緒会支ペ規tー予i程算ス士等の又書にもは及定の監びめと収査るし支法こ、収決人と支。算の決書監算査につ書意

゜
監事のうち少なくとも1名が公認会計士又は税理 P325（別常紙勤様）＇（式弁3護(3., 監事名簿）※掲載順

第3 P6 

゜
・大毅 士）

士であること。 ・中田ちず子（非常勤）（公認会計士）
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0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

着眼点 | ぢ 1 1-~I 公募要領記載の「確認項目」 I 確結認果 1 備考 意見 1評語
II業務実施体制・能力の適確性の続き

専門的能力等について以下に記就あり。
外部の専門家の多様性と個性は多いが、みらい財団の論理を先方が帰 B 

①関す民間公益活動やソーシャル・イノペーションに
P328~P618別紙様式4(履歴言）

属する団体がずっと協力的であるかはわからない。数が多いので、調整
しきれるかつ

る十分な知課を有するほか、助成を行った 外部の専門家等について以下に記載あり。

第3 P6 
実緒を有するなど、民間公益活動促進業務を適 P56~P57業務実施計画「評話員会と理事会、委員会の全体像」
確に実施するために足る知識・技術を有する役 P64~P67業務実施計画「インターナショナル・アドパイザリー・ボード
職員を醤くとともに、必要に応じ外部の専門家等 ー買」、「みらい戦略アドバイザリー委員会一黄」
を活用すること。

なお、P84~P91 業務実施計画「lliv)技術的（専門的）な基礎」におい
て、意見シート「確認項目」との対応の記載あり．

専門的能力等について以下に記載あり。
P328~P618別紙様式4(履歴害）

iv)技術的（専門的）
②特に、資金分配団体になり得る団体に関する 外部の専門家等について以下に記載あり。
十分な知見やネットワーク等を有すること、非資

基礎が整っている 第3 P6 金的支援を必要に応じて外部の団体や専門家と
P56~P57業務実施計画「評艤員会と理事会、委員会の全体像J

か。 も連携しつつ伴走型で提供できる能力を有するこ
P64~P67業務実施計画「インターナショナル・アドバイザリー・ボード

と、JCT等を桔極的に活用すること。
ー芸」、「みらい戦略アドバイザリー委員会一黄J

なお、P84~P91業務実施計画「niv)技術的（専門的）な基礎」におい
て、意見シート「確認項目」との対応の記載あり。

専門的能力等について以下に記載あり。
P328~P618別紙様式4(履歴書）

③めび科まられた学る、技案こ術件と分が組野望成のま・動案しい件向発掘能力を有すること及

外部の専門家等について以下に記載あり。

第3 P6 に゚知見を有することが認
P56~P57業業務実施計画「評語員会と理事会、委員会の全体像」
P64~P67 務実施計画「インターナショナル・アドバイザリー・ボード
ー登」、「みらい戦略アドバイザリー委員会一黄」

なお、P84~P91 業務実施計画「niv)技術的（専門的）な基礎Jにおい
て、意見シート「確認項目」との対応の記載あり。

アドバイザリ の役割が大きすぎないか？ A 

v)役員（代表理車）「3.

は適確に運営する 指定
面接においては、指定を受けようとする団体（以

十分な資質（マネジ の基 P3 下「指定申請団体1い」実という。〉が指定活用団体の
準に 使命に対する強 行・実現意志を有しているこ

メントの能力等）を
持っているのか。

つい と等も確認
て」
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0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

着眼点 基準 該当 公募要領記載の「確認項目」
確認

備考 意見 評語
番号ページ 結果

m中立性・公正性
【組織運営体制に関する車項l 特に記すぺき-とはない B 

①民間公益活動促進業務の適正な実施のため
P55-P76業務実施計画「nii>組織運営体制」
上記のうち、P58業務実施計画「組織図」において、

第2 P4 に、コンプライアンス施策の検討等及をび行そうの組7織（外 「コンプライアンス施策の検討等を行う組織及びその下に実施等を担う
部の有識者等も参加するもの。） 下に実 部署」として、「コンプライアンス委員会」、「管理・企画部管理チーム」
施等を担う部署を設置すること。 の記載あり。

③資金分配団体において休眠預金等に係る資金 P55~P76 業務実業施務計実画施「IIii}組織運営体制」
第2 P4 が公正に活用され、寧業が適正に遂行されるよう 上記のうち、P58 計画「組織図」

監督するために必要な専門部署を設器すること。 資金分配団体の監査を実施する部署として「監査室」の記載あり。

【諸規程等に関する事項】

第2 P5 ①程に等輯を統，役儀繕織員えの員のる運会こ報営及と酬びを．規公理程正事、に会情行Q報う運公た営開め規規に則穏必や等憂倫な、覆一繹規般犠的桓

゜
第2 P5 ②該促又9評は道繕謹理彙員にt会つを親除い又程ていのは特た案理別上事にでの定会n利めのう胄決るこ関こ艤ととぼをに。t罠当賓闊たす公っるて益評は活議、動当員

゜
pたを（特a除っs,別ていなは民た利、問上当害で公該関益決係活溢者動にの促つ接進い餘業て）務特第規別"程の条の利評案害議関晨係全を及有びず理る事評会議の員決又議はに理当事

るiた)公め正に性組を織確運保営す

第2 PS 

体制・諸規程が整備

R程な及す如るの嗜び是案項正員にこJおを定ににい図対め関てるるしす内こてこると容と、自を定．四己民期申間的a告公に血を益『．利さ居益せ動•相た迅促上反逮進でに；、該発務遣当見規切
゜
,"'第の申,,告迅""役条を速職民さな員せ間発にた公見対上益及しで活びて、動是、適定促正切期進をな的図集組るに務緯こ利規にと益程お。相のい案反てに内該容当磁す必一る士事狐項底にし関、利す益る相自反己

されているか。不正
P765別紙様式7(役貝及び評語貝の年間報醜等見込額並びに諜貝の給与の年問行為や利益相反防

止等の組織運営上
支給見込額について）

の工夫がなされてい
るか。

④民間公益活動促進業務に係る理事、監事及び
評譲員に対する報酬等については、民間事業者

第2 P5 
のな団水役体準の員と経のな報理ら酬のな等状い及況よびそうなの従支他業給の員の事の基情給準を与を考、諸指慮規定し程て活不等用当に

長A-2名 （うち 1名宰務局次長） 、部長B-1名 、 チーム長ー2名(2)年俸 ：事務局長ー1 ~.000
千円、部長A-11,800千円、部長8-10,200千円はチーム長ーG,800干円.<l凋i勁手当1月：
15千円）

定めること。 戟)千貝②円（笛月、理時給器問：2以外50外勁千）務円の手③一当人諸6当手0千た当り円1給月@与：通岱：勤4与,8手8•月8当千給円155ヶ千（①月円人分、数支扶：給総蓑）数手16人（すぺてチーム負 当15千円、住宅手当
22 

P96業務実施計国「'@理宰、監孝及び評話貝に対する報醸等の支給の基準につい

て「報」醐・給与等の比較表jの記哉あり。

P754~P756 役負給及規び程評、論P7貝59の-報P7醒64等に関す給る与規規程程、P757-P758役貝及び評洪
貝退諜慰労金支 職貝 、P7B6~P774職貝給与規
程の細則を定める達 、P775-P779職呉旅退費脇規給程付支給規程、P780-P782通勁手
当支給の細則を定める遠、P783~P785 、P786~P788旅喪規程の細則

（次ページに続
を定める達
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0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

着眼点 昇 ベ該"当"ジ 公募要領氾載の「確認項目」 翡 備考 意見 評"

（前ページにし記入ください）

（前ページか

⑤員関こと係民、を理閏者諸事公に規、対益監程し活事等、動、特に臓促別定進員めの業そる利の務こ益他をとを行。の与う指えに定な当活いた用もりの団、で評体あ議のる e,,たし（禁、り特止4、評事別利議の項益員利）相第、益反理4を防条事与止、2え監規役る事程職行、員為朦等を員禁はそず、の民る他間の公指益定活活動用促団進体業の務関を係行者うにに当対

前

ペ
らの続き） 第2 " ゜

I 
ジ

に

記

入

＜ 
だ

さ

し‘

第2 P5 ⑥規程不正等行を備為えやる利こ益と相，反防止のために必要な諸

゜

P727~P730 コ利ン益プ相ラ反イ防ア止ンス規推程進規程
P734~P736 

第2 PS ⑦た者る庁もガ内向）」のバ部をけと踏ナ通ガすンま較イるドスえ制たラ•、度コめイ内ンのン、部ブr整（通公平ラ備益報成イ・ア通制運'"ン輯度用年ス者をに"体整保関月制僅餞す9をす日法る実る消民を効こ費踏間と性者ま事。あえ業
゜
P74i~P743公益通報者保護規程

第2 es ⑧のをえと。行る個民行う間人者為公又にを益は対行活団しわ動体、な寄促のい附進利こそ業益との務のを他精をみ行の規のう特程増に別等大当のにをた図利定りる益め、活特をる動与こ定

゜
Pりし（禁73、． 特寄止4附定事利のそ項益の個）相第他人反4又の防条特は止役別団規職の体程員利の等益利はを益、与の民えみ間るの公行増益為大活をを動禁図促ずる進る活＂業動務をを行行うう者にに当対た

第2 PS ⑨法籾条定款残人定17若等号余に定財しににく関規め産はするを定公こ類るす益と法似る社、し律法の団事人（法平又業成人をは18及国目年び的に法公帰と律益す属第財るさ他"団せ号の法る公）人旨第益のを5 

゜
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0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼 点別）

落眼点
基準該当

公募要領記載の「確認項目」
確認

備考 意見 評諾
番号 ベージ 結果

m中立性・公正性の続き

蒻事てはも3の親同理総等様事数内と7J.>にしのづ3ま親分いす族のて）。等1、を当で超該あえ理るな理事い事及こびのとそ金（監の計事配数に偶がつ者、い理又

特に記すぺきことはない A 

第4 P6 

゜
P653別紙様式6(役員又は職員の構成についての確認書）が提出さ
れている。

ii)役員又は職負の
-ののと（他合監計のこ事れ数同にjが一こつ準の、い理9て事る体も相の同の互総様理に数と事密しの又ま措3はす分な職の関。員係1を⑰に超あるえる者な理そい事こ P6p3別る紙様式6(役員又は職員の構成についての確認書）が提出さ

構成が、公正性の親 第4 P6 

゜点から適切か。利益
れてい 。

相反防止の工夫が
なされているか． P485~P618別紙様式4(履歴書（職員））

P653別紙様式6(役員又は職員の構成についての確認書）が提出さ

第4 P6 ③職員が特定の団体の出身者に偏らないこと。
れている。

なお、P98ー業ト務「確実認施項計目画」「とmの③対利応益の相記反載防あ止りの．確保の詳細」におい
て、意見シ ． 

③民間公益活動促進業務以外の業務を実施す P811別紙様式8(民間公益活動促進業務以外の業務に関する説明
該当なし A 

第5 P7 ることにより、民間公益活動促進業務の実施に 害）
支障を及ぽすおそれがないものであること。 民間公益活動促進業務以外の業務を行う予定はないとしている。

iii)民間公益活動促
員①民、組間織公及益び活予動算促等進が業実務質と的そにの区他分のさ業れ務てのい職る進業務以外の業務 第5 P7 

゜を行っている場合行に こと。
は、その業務をう
ことによって業務の

第5 P7 ②なっ民て間い公る益こ活と動。促進業務が法人の主たる業務と

゜
公正な実施に支障
を及ぽさないか。

④又社は会公る的の業秩信務用序をを若行維しわく持はなす善いる良こ上のとで。風ふ俗さわを害しくすなるいお業そ務第5 P7 

゜れのあ

十分に感じられた。 A 

下面「指接定においては、指定を受けようとする団体（以
.. 

「3. 申請団体」という.)が指定活用団体の
iv)役員（代表理苺）指定 使命に対する強い実行・実現意志を有しているこ
は中立性・公正性に の基

P3 
と等も確認。

対する強い意識が 準に こ民支間障公を益及活ぼ動す促お進それ業が務なのく適、確かつ公正な実施
あるか。 つい I 特定の目的を有し

て」 て活動している既存の団体では困難な、中立的
な立場を守る必要がある。

IVその他
特にない

業務実施計画・準備行為実施計画の内容等に関する加点・減点ポイントなど。上記
r~mに関する点を除く。
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C 0委員確認欄（着眼点別）

~ 
0事務局確認欄 I 

着眼点 公募要領記載の「確認項目」q 慌圭 •• ~ 

民間公益活動
の促進に資する
I第1 IPS 

ことを目的とす
る一般財団法人
であること

①定款で定める指定申請団体の目的が、法第20
条第1項で定める指定活用団体の目的1民間公 Io ,_ 
益活動の促進に資すること）に適合していること。

―

―

 

欠格事由

I I②「一般社団法人及び一般財団法人に関する法
第1 P4 律（平成18年法律第48号）」に規定される一般財 Io , ― 

団法人であること。

指定申請団体が、下記①～③のいずれにも該当
しないこと、9
①法第17条第3項各号に掲げる団体
②法第33条第1項の規定により指定を取り消さ
れ、その取消しの日から3年を経過しない団体
③役員のうちに次のいずれかに該当する者がい

第6jP7 jる団体 I o ,_ 
イ禁錮以上の刑に処せられ、その刑の執行を終
わりぃ又は執行を受けることがなくなった日から3
年を経過しない者
口法の規定により罰金の刑に処せられ、その刑
の執行を終わり、又は執行を受けることがなく
なった日から3年を経過しない者

指定活用団体指定申精吝（別紙様式1参照） I （有o） 

：①指定申請団体の基本情毅(}]I]紙様式2参照） l ｛有o） 

②定款 I （有o） 

③登記事項証明書 1（0 有）

必無要及書び『書類の有上
④指定の申請に関する意思の決定を証する書類 品

のの記確 類有無 ⑤殷立趣意書及び設立者の一覧｛様式自由） ゜（有）
！⑥業務実施計画（様式自由） 品
イ組織全体の使命・目標

゜口業務実施に当たっての基本的考え方等 I o 

ハと画の基目本標方、業針務にの示実され施た内指容定、実活施用体団制体、の実業施務1tごI o 
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0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）
--... -

着眼点 ぢ ベ該ー閂ン． 公募要領記載の「確駆項目」 翡I 備考 意見 1評語

謬備行為実施計画（様式自由） 品
優セス先の的明に確解化決すべき社会の諸課題の決定のプロ ゜

負の金プロ分セ配ス団の体明の確公化募（に資向金け提た供各契種約書書類等の）作成 1 ゚

評化価指針・マ.::.ュアルの作成のプロセスの明確 I o 

シ明ン確ポ化ルマークの作成準備、決定のプロセスの I o 

各種規程等の整備のプロセスの明確化 10 

資シス金テ分ム配の団企体画にの対ブすロるセ公ス勇の・助明確成化等に係る>CTl ゚

R含事項評む議。を）記員の載、氏役し名た員、書、住朦類所員（、別及隈紙び歴様会及式計び3監専及査門び人的4（参能就照力任等）予に定関者すをるI , 有゚） 
I@の評就謙任承員諾、役書員（別、識紙員様及式び5参会照計,監査人への就任予定者I, 0 有J

必無要及香び百菩類の上有

I⑩定民お式そ6役の間参れ職基公照が員準益）な活に（就いつ動任もい促予のて進定で」業のあ著務「るを第のこ蒼4公とむ」正役を。）な員確に実又認つ施はしいにた職て支書員、上障類のを臣（構別及「成3紙ぼ.が様す指、I （有゚） 

のの確記 の類有無 ⑪民間公益活動促進業務規程の案（様式自由） I品

基本方針に示された指定活用団体の業務ごとの
実施の方法に関する事項

法第"条第2項第1号において，民間公益活動促進業務規程に定める
こととされているもののうち「資金分配団体及び民間公益活動を行う団
体の選定の基準Jに関し、以下に記載あり。

民間公益活動促進業務に関する規程の案のうちP655~P650
o j第3条（資金分配団体の選定等）
第6条（助成業務規程）

※ただし、選定の基準等につい℃助成業務規程（理事会決定）に委任
されている。
第6条（助成業務規程）

民間公益活動促進業務の適正を確保するため
の体制の整備に関する事項（ガバナンス、コン
プライアンス体制に闊する事項等）

休眠預金等に係る資金の活用対象の範囲
゜
゜業務委託の基準

契約に関する基本的事項

収支決算書に係る外部監査の実施に関する事
項

゜
゜
゜
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〇事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

着眼点 ぢ ペ該ー当ツ． 公募要領記載のf確認項目j 翡 備考 意見 評語

い資止実付金て及金に不履分びに正係休配行等眠さる団せ返が預体る還生金及措債じ等び置た務に民湯並を係間合び確公るにに実資益お弁に金活け済履の動る期行返を貸がさ還行付せ到債うける来団務等措体しをのた置に確貸停等お

゜

⑫各種規程等（様式自由） 品
・評議員会の運営に関する規程

屯
・理事会の運裳に関する規程

・役員及び評論員(J)報頚等に関する規程 -" 

指額照間雇定報を））員示酬をの受し等給たけ見与資た込等料場額にを合並添関にびす付おにるすけ職規るる員こ程役のと（員指。給及"定与びり活の紙評用支様緬団給式員体見7の参の込年 品

・理事の職務権限に関する規程 ヽ゚七9
・倫理に関する規程 ヽ゚七ヽ
・コンプライアンスに関する規程 ,゚~ ヽ

必無要書び吾類の上有 ・公益通報者保罷に関する規程 ,゚~ ヽ
のの及記確載認の類有無

・情報公開に関する規程 ぶ
・文書管浬に関する規程 ~ ゜ヽ
・リスタ管理に関する規程 ・゚~・ 
濫事の監査に関する規程 ,o -、

・経理に関する規程

晶9゚←` ・組織（事務局）に関する規程

⑬財のその前産日設事の目立業録属時年並するに度び事おにに業け当おる事年け財る度業産貸に年借設目度録対立に）照さおれ表けた、る損法収益人支計に予算あ算言っ書て及（は申び請、

゜
（有）

⑭民おそ民間れ間公が益公な益活い動活旨促動を促進説進業明務業し務のた公以書正外類なの（別実業紙施務様にを式行支8う障参場を照合及）にぼはす、品

⑮む紙"様指'定式がを9欠参受格照け事）よ由うにと該する当法しな人い及こびと役を員誓｛約就す任る予言定類者｛を別含

゜
（有）

⑯監行（別政紙機様関式か10ら参受照け）た指埠等に対する措置状況の一

゜
（有）

⑰事務所のレイアウト図（様式自由）

゜
（有）
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